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消化性潰瘍を追って
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消化性潰瘍（胃および十二指腸潰瘍）は、社会生活や環境の複雑化
を反映して増加の傾向をたどっている。この映画は、消化性潰瘍の
診断と治療に対する当時の新しい試みを紹介したものである。

潰瘍の成因に大きな役割を果たす胃の血流を見てみよう。健康なラッ
トの生き生きした血流は、胃粘膜の保護、再生をつかさどっている。
しかし、いろいろな刺激が加わるとこの血流に異状が起こる。ラッ
トを水につけてストレスを与えると、 1時間くらいは正常だが 2〜
3時間もたつと胃と血流に停滞が起き始める。最初の出血は 4時間
後に起きた。自律神経の異状、副腎皮質ホルモン分泌を介して末梢
血管の攣縮（れんしゅく）を引き起こしたのだ。
　胃液はどのような仕組みで分泌されるのだろうか。食物を見た犬
の視覚や嗅党は、脳の自律神経中枢を刺激して胃液の分泌を促す。
自律神経中枢を電気的に刺激することによって、この反応を胃粘膜
上で確かめた。胃液は自分の胃を溶かす力を持っている。そこで消
化性潰瘍患者に対しては、塩酸やペプシン（蛋白分解酵素）の働き
を抑えなければならないが、塩酸の少ない患者がしばしば発見され
ることから、ペプシンの働きが注目されてきた。
　そして近年、ペプシンの働きを抑える抗ペプシン剤の研究が始まっ
た。特に、わが国で初めて、血液凝固阻止作用等の副作用がなく、
抗ペプシン、抗潰瘍効果のあるショ糖硫酸エステルが開発され、そ
の効果が確かめられた。ショ糖硫酸エステルの臨床成績は、制酸剤、
自律神経遮断剤、粘膜保護剤等で効果の得られなかった難治性潰瘍
にも有効で、ニッシェの過失日数を短縮し、自覚症状にもよく奏効
すると報告されている。


